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先進国8資産分散ファンド 
愛称 “プラチナ８

エイト

” 
償還運用報告書(全体版) 

 
第５期（償還日2020年７月28日） 

 
作成対象期間（2019年７月30日～2020年７月28日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
このたび、約款の規定にもとづき償還決算を行い、償還価額が決定いたしました。 
ここに設定日から償還までの運用経過をご報告いたしますとともに、ご愛顧に対し厚く御礼
申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 
信 託 期 間 2015年７月30日から2020年７月28日までです。 

運 用 方 針 

先進国8資産分散マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、日本、米国、ドイツ、オースト
ラリアの国債および本邦通貨表示の短期有価証券を実質的な主要投資対象とし、日本、米国、ドイツ、オーストラリアの株価指数先物
取引等の有価証券先物取引等を実質的な主要取引対象とします。信託財産の成長を目標に運用を行うことを基本とします。 
マザーファンド受益証券の組入比率は原則として高位を基本とします。ただし、基準価額（１万口当たり。支払済みの分配金累計額は
加算しません。）が一定水準（11,000円）以上となった場合には、短期有価証券、短期金融商品等の安定資産による安定運用に切り替
えることを基本とします。 
為替ヘッジはマザーファンドにおいて行うため、当ファンドにおいては原則として為替ヘッジを行いません。 

主な投資対象 
先進国8資産分散ファンド マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、公社債等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド 
日本、米国、ドイツ、オーストラリアの国債および本邦通貨表示の短期有価証券を主要投資対象とし、日本、
米国、ドイツ、オーストラリアの株価指数先物取引等の有価証券先物取引等を主要取引対象とします。 

主な投資制限 
先進国8資産分散ファンド 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 
外貨建て資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 株式への投資割合には制限を設けません。外貨建て資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘
案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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－ 1 － 

先進国8資産分散ファンド

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 銭 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

2015年７月30日 10,000    － － － － － － 5,007 

１期(2016年７月28日) 10,235    0 2.4 － 28.5 68.1 － 8,354 

２期(2017年７月28日) 10,176    0 △0.6 － 20.6 75.4 － 4,649 

３期(2018年７月30日) 10,299    0 1.2 － 25.7 68.8 － 3,443 

４期(2019年７月29日) 10,498    0 1.9 － 27.6 71.0 － 2,379 

(償還時) (償還価額)        

５期(2020年７月28日) 10,193.42 － △2.9 － － － － 951 
 
＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記

載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは、マザーファンドを通じて、日本、米国、ドイツ、オーストラリアの国債および円建ての短期有価証券を実質的な主要投資対

象とし、日本、米国、ドイツ、オーストラリアの株価指数先物取引等の有価証券先物取引等を実質的な主要取引対象とするファンドであ

り、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％ ％ ％ ％ ％ 

2019年７月29日 10,498    － － 27.6 71.0 － 

７月末 10,502    0.0 － 27.5 70.3 － 

８月末 10,501    0.0 － 26.0 66.9 － 

９月末 10,561    0.6 － 28.3 64.4 － 

10月末 10,528    0.3 － 29.1 66.5 － 

11月末 10,611    1.1 － 28.6 59.9 － 

12月末 10,525    0.3 － 29.0 59.0 － 

2020年１月末 10,632    1.3 － 27.1 58.3 － 

２月末 10,512    0.1 － 25.7 61.6 － 

３月末 10,055    △4.2 － 18.5 74.7 － 

４月末 10,129    △3.5 － 11.7 82.5 － 

５月末 10,174    △3.1 － 7.7 86.9 － 

６月末 10,180    △3.0 － 9.9 86.3 － 

(償還時) (償還価額)      

2020年７月28日 10,193.42 △2.9 － － － － 
 
＊騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記

載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

  



品 名：90001_140650_005_03_先進国 8 資産分散ファンド_827354.docx 

日 時：2020/8/28 12:50:00 

ページ：2 

 

－ 2 － 

先進国8資産分散ファンド

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2019年７月29日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は、償還時10,193.42円となりました。 

米豪の長期国債への投資が基準価額の上昇に寄与しました。一方、日本の長期国債への投資

や日独豪の株式への投資が基準価額の下落に影響しました。なお、ドイツの長期国債への投資

や米国の株式への投資は、当作成期間累積では影響が限定的でした。 

また、為替については、当作成期間を通じてほぼフルヘッジの状態を保ったため、為替変動

の影響は限定的でしたが、為替ヘッジのコスト等が基準価額の下落に影響しました。 
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先進国8資産分散ファンド

○投資環境 

当作成期首から2019年８月末は、債券市場については、米中貿易摩擦の激化に対する懸念の

高まりや米国の追加利下げ観測が高まったことなどを背景に、日米独豪の国債利回りは低下

（価格は上昇）しました。株式市場については、中国とドイツの軟調な経済指標などを受け世

界的な景気減速懸念が高まったことなどを背景に、日米独豪の株式市場は下落しました。 

 

2019年９月は、債券市場については、米中貿易協議の進展期待や英国の合意なきEU（欧州連

合）離脱に対する懸念の後退などを背景に、安全資産としての債券の需要が低下し、日米独豪

の国債利回りは上昇（価格は下落）しました。株式市場については、米中貿易協議の進展期待

やECB（欧州中央銀行）の金融緩和再開の決定が好感されたことなどを背景に、日米独豪の株

式市場は上昇しました。 

 

2019年10月は、債券市場については、米中貿易協議の進展期待や英国の合意なきEU離脱に

対する懸念の後退などを背景に、安全資産としての債券の需要が低下し、日米独豪の国債利回

りは上昇しました。株式市場については、米中貿易協議の進展期待や米国の堅調な企業決算が

好感されたことなどを背景に、日米独の株式市場は上昇しました。オーストラリアの株式市場

は世界的な景気減速懸念などを背景に大きく下落する局面もありましたが、月間では小幅な下

落となりました。 

 

2019年11月は、債券市場については、米中貿易協議の合意へ向けた期待や米国株式市場の上

昇などを背景に、米独の長期国債の利回りは一時上昇する場面もありましたが月間ではおおむ

ね横ばいとなり、日本の長期国債の利回りは上昇しました。一方、オーストラリアではRBA

（オーストラリア準備銀行）による利下げ観測が高まったことなど背景に、長期国債の利回り

は低下しました。株式市場については、米中貿易協議の合意へ向けた期待などを背景に、日米

独豪の株式市場は上昇しました。 

 

2019年12月は、債券市場については、米中貿易協議の第一段階合意が好感されたことなどを

背景に、日米独豪の長期国債の利回りは上昇しました。株式市場については、米中貿易協議の

第一段階合意や米国の堅調な経済指標が好感されたことなどを背景に、日米独の株式市場は上

昇しました。一方、オーストラリアでは米国の世界各国に対する追加関税措置を巡る報道など

を背景に一時下落する局面もありましたが、月間では小幅な下落となりました。 

 

2020年１月は、債券市場については、ECBによる金融緩和の長期化観測や中国の新型コロナ

ウイルスの経済への影響が懸念されたことなどを背景に、日米独豪の長期国債の利回りは低下

しました。株式市場については、米豪では米中貿易協議の進展期待などを背景に上昇し、その

後中国での新型コロナウイルスの感染拡大などを背景に一時下落しましたが、月間では上昇と

なりました。一方、日独では中国の新型コロナウイルスの感染拡大などを背景に下落しました。 
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先進国8資産分散ファンド

2020年２月は、債券市場については新型コロナウイルスの世界的な感染拡大による経済への

影響が懸念されたことなどを背景に、安全資産としての債券の需要が高まり日米独豪の国債利

回りは低下しました。株式市場については、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大による経

済への影響が懸念されたことなどを背景に、日米独豪の株式市場は下落しました。 

 

2020年３月は、債券市場については、新型コロナウイルスの感染拡大により各国が財政政策

を強化するとの観測が高まっていることなどを背景に、日独の国債利回りは上昇しました。一

方、米国やオーストラリアでは緊急利下げの実施などを背景に、国債利回りは低下しました。

株式市場については、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大による経済への影響が懸念され

たことなどを背景に、日米独豪の株式市場は下落しました。 

 

2020年４月は、債券市場については、欧米での新型コロナウイルスの感染がピークアウトに

近いとの期待などを背景に、日米独豪の国債利回りは上昇しましたが、その後、原油価格の急

落などを背景に利回りは低下し、月間では日米の国債利回りは低下、ドイツはおおむね横ばい、

オーストラリアは上昇となりました。株式市場については、欧米での新型コロナウイルスの感

染がピークアウトに近いとの期待などを背景に、日米独豪の株式市場は上昇しました。 

 

2020年５月は、債券市場については、新型コロナウイルス対策の都市封鎖が緩和され、経済

活動再開への期待が高まっていることなどを背景に、安全資産としての債券の需要が低下し、

日米独の国債利回りは上昇しました。一方、オーストラリアでは、RBAによる量的緩和策など

により、国債利回りは低下しました。株式市場については、新型コロナウイルスのワクチン開

発や経済活動再開への期待が高まっていることなどを背景に、日米独豪の株式市場は上昇しま

した。 

 

2020年６月は、債券市場については、新型コロナウイルス対策による都市封鎖が緩和され、

経済活動が段階的に再開されたことなどを背景に、主要先進国の長期国債の利回りは一時上昇

しました。その後、新型コロナウイルス感染第２波への警戒感の高まりなどから利回りは低下

しました。月間では日本の国債利回りは上昇、米独は低下、オーストラリアは横ばいとなりま

した。株式市場については、堅調な経済指標などを受け景気回復期待が高まったことなどを背

景に、主要先進国の株式市場は一時上昇しました。その後、新型コロナウイルス感染第２波へ

の警戒感などから下落しました。月間では米独の株式市場は上昇、日豪は下落しました。 

 

2020年７月月初から当作成期末は、債券市場については、新型コロナウイルス感染第２波へ

の警戒感や米中関係の悪化懸念などを背景に、日米独の国債利回りは低下、オーストラリアの

国債利回りはおおむね横ばいとなりました。株式市場については、堅調な経済指標などを受け

景気回復期待が高まったことなどを背景に日米独豪の株式市場は上昇しました。 
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先進国8資産分散ファンド

○当ファンドのポートフォリオ 

［先進国8資産分散ファンド］ 

主要投資対象である［先進国8資産分散マザーファンド］受益証券を高位に組み入れ、これ

を維持しました。 

2020年７月28日の償還に向けて、全売却を実施し、現金化を行ないました。 

 

［先進国8資産分散マザーファンド］ 

投資対象資産のリスクや利回りおよび市場環境（トレンド）を分析し、リスク水準を一定範

囲内程度に抑えつつ、効率的に収益を獲得することを目指して、投資比率等のポジションを決

定し、適宜見直しました。 

 

当作成期首時点の株式への投資比率の合計は28％程度、債券への投資比率の合計は71％程度

でした。 

当作成期首から2020年１月にかけて、株式の上昇トレンドが継続した一方、債券の下落トレ

ンドが継続したことを背景に、2020年１月末時点の株式への投資比率の合計は27％程度を維持

し、債券への投資比率の合計は59％程度まで引き下げました。 

2020年２月から世界的に株式市場が下落したことで株式の下落トレンドが発生し、2020年５

月末時点の株式への投資比率の合計は８％程度まで引き下げました。一方、債券への投資比率

の合計は87％程度まで引き上げました。 

その後、当作成期末にかけては、株式市場が回復し、再び株式の上昇トレンドが発生したこ

とにより、株式の投資比率を引き上げ、当作成期末時点の株式への投資比率の合計は12％程度、

債券への投資比率の合計は86％程度としました。 
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先進国8資産分散ファンド

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは、マザーファンドを通じて、日

本、米国、ドイツ、オーストラリアの国債および

円建ての短期有価証券を実質的な主要投資対象

とし、日本、米国、ドイツ、オーストラリアの株

価指数先物取引等の有価証券先物取引等を実質

的な主要取引対象とするファンドであり、値動

きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチ

マーク等はありません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

償還のため分配は行ないませんでした。 
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先進国8資産分散ファンド

◎設定来の運用経過 

 
 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は、設定時10,000円から償還時10,193.42円となりました。設定来、分配金の支払い

はございませんでした。 

 

第１期 

日米独豪の長期国債への投資比率を高く維持したことが基準価額の上昇に寄与しました。 

一方、日米独の株式に投資したことが基準価額の下落に影響しました。なお、オーストラリ

アの株式は、当作成期間累積では影響が限定的でした。また、為替については、当作成期間を

通じてほぼフルヘッジの状態を保ったため、為替変動の影響は限定的でしたが、為替ヘッジの

コスト等が基準価額の下落に影響しました。 

 

第２期 

日米独豪の株式への投資が基準価額の上昇に寄与しました。一方、日米独の長期国債に投資

したことが基準価額の下落に影響しました。なお、オーストラリアの長期国債は、当作成期間

累積では影響が限定的でした。また、為替については、当作成期間を通じてほぼフルヘッジの

状態を保ったため、為替変動の影響は限定的でしたが、為替ヘッジのコスト等が基準価額の下

落に影響しました。 
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第３期 

独豪の長期国債への投資や日米豪の株式への投資が基準価額の上昇に寄与しました。一方、
米国の長期国債への投資が基準価額の下落に影響しました。なお、日本の長期国債やドイツの
株式への投資は、当作成期間累積では影響が限定的でした。また、為替については、当作成期
間を通じてほぼフルヘッジの状態を保ったため、為替変動の影響は限定的でしたが、為替ヘッ
ジのコスト等が基準価額の下落に影響しました。 

 

第４期 

日米独豪の長期国債への投資やオーストラリアの株式への投資が基準価額の上昇に寄与し

ました。一方、日独の株式への投資が基準価額の下落に影響しました。なお、米国の株式への

投資は、当作成期間累積では影響が限定的でした。また、為替については、当作成期間を通じ

てほぼフルヘッジの状態を保ったため、為替変動の影響は限定的でしたが、為替ヘッジのコス

ト等が基準価額の下落に影響しました。 

 

第５期 

米豪の長期国債への投資が基準価額の上昇に寄与しました。一方、日本の長期国債への投資

や日独豪の株式への投資が基準価額の下落に影響しました。なお、ドイツの長期国債への投資

や米国の株式への投資は、当作成期間累積では影響が限定的でした。また、為替については、

当作成期間を通じてほぼフルヘッジの状態を保ったため、為替変動の影響は限定的でしたが、

為替ヘッジのコスト等が基準価額の下落に影響しました。 
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○１万口当たりの費用明細 (2019年７月30日～2020年７月28日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 96  0.921  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (46)  (0.439)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (46)  (0.439)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 5)  (0.044)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.005   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 1)  (0.005)   

（c） そ の 他 費 用 2   0.022   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 0)  (0.004)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 2)  (0.015)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 99   0.948    

期中の平均基準価額は、10,409円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2019年７月30日～2020年７月28日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
先進国8資産分散マザーファンド － － 2,175,412 2,342,230 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年７月30日～2020年７月28日) 

 

＜先進国8資産分散ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜先進国8資産分散マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式先物取引 5,021 847 16.9 6,147 805 13.1 

為替先物取引 21,167 529 2.5 20,928 － － 
為替直物取引 1,608 － － 1,780 529 29.7 

平均保有割合 28.6%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 86千円 
うち利害関係人への支払額（B） 13千円 

（B）／（A） 15.6％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社、野村信託銀行です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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○組入資産の明細 (2020年７月28日現在) 

 

 2020年７月28日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

先進国8資産分散マザーファンド 2,175,412 
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2020年７月28日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 962,142 100.0 

投資信託財産総額 962,142 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2020年７月28日現在) 

項 目 償 還 時 

  円 

(A) 資産 962,142,741   

 コール・ローン等 962,142,741   

(B) 負債 10,632,990   

 未払解約金 4,618,236   

 未払信託報酬 5,992,550   

 未払利息 860   

 その他未払費用 21,344   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 951,509,751   

 元本 933,455,140   

 償還差益金 18,054,611   

(D) 受益権総口数 933,455,140口 

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 10,193円42銭 
 

（注） 期首元本額は2,266,544,593円、期中追加設定元本額は０円、期

中一部解約元本額は1,333,089,453円、１口当たり純資産額は

1.019342円です。 
 

○損益の状況 (2019年７月30日～2020年７月28日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △    15,267   

 支払利息 △    15,267   

(B) 有価証券売買損益 △13,634,226   

 売買益 15,071,577   

 売買損 △28,705,803   

(C) 信託報酬等 △14,753,697   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △28,403,190   

(E) 前期繰越損益金 52,544,733   

(F) 追加信託差損益金 △ 6,086,932   

 (配当等相当額) (     693,510)  

 (売買損益相当額) (△ 6,780,442)  

 償還差益金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 18,054,611   
 
＊ 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊ 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 
   

親投資信託残高 
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○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 2015年７月30日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2020年７月28日 資 産 総 額 962,142,741円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 10,632,990円 

純 資 産 総 額 951,509,751円 

受益権口数 5,007,400,465口 933,455,140口 △4,073,945,325口 受 益 権 口 数 933,455,140口 

元 本 額 5,007,400,465円 933,455,140円 △4,073,945,325円 １万口当たり償還金 10,193円42銭 

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第１期 8,162,672,483円 8,354,593,579円 10,235円 0円 0％ 

第２期 4,569,076,573   4,649,441,246   10,176   0   0   

第３期 3,343,722,714   3,443,720,924   10,299   0   0   

第４期 2,266,544,593   2,379,349,992   10,498   0   0   
 
 
 

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 10,193円42銭 
 
 
 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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